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プロジェクト管理に於けるパフォーマンス測定方法について 
 

持田 信治 

流通科学大学 商学部 商学科 

 

要約： プロジェクトマネジメントには予算と工程の遵守と品質が求められ、プロジェクト

マネージャは人とお金と設備をマネジメントして計画達成を目指す。しかし要員配置に先立

って必要な要員の生産性予測はプロジェクトへの期待もあり、正確な予測は困難である。し

かし要員の生産性はプロジェクトの成否を左右する。例えば、プロジェクトがうまくいかな

い場合に行われる一般的な策はプロジェクトマネージャの交代である。プロジェクトマネー

ジャが要員を工程に割り当てる場合、経験や他のプロジェクトとの兼ね合いを見て要員の生

産性を推測する。しかしプロジェクトの遂行中には仕様の追加や修正が多発する。仕様変更

が発生すると工程計画も変更となり、要員の作業環境が変化する。加えて通常は複数のプロ

ジェクトが同時期に実行されているため、１つのプロジェクトで工程の変更が発生すると複

数のプロジェクト間での人員や設備に関する調整が必要となり、要員の作業環境は変化して、

期待される生産性の達成は困難となる。特に作業支援で追加投入する人員の生産性は不確実

な要素であるため人員の追加配置計画は難易度の高い作業である。そこで本件では要員の生

産性達成とトラブル回避を実現するために着手日管理を提案する。着手日管理では従来の作

業開始日と作業終了日に作業着手日を追加して管理する。そして着手日管理では着手日に適

切な知識を要員に提示することにより生産性の向上とスケジュール遵守を目指す。 
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１． はじめに 

 
プロジェクトマネジメントには予算と工程の遵守

と品質の達成が求められる。プロジェクトの途中で仕

様の追加や修正が多発する。仕様が大規模化すれば仕

様変更に伴う工程変更も多発する。仕様変更が発生す

ると工程計画も変更となる。加えて通常は複数のプロ

ジェクトが同時期に実行されているため、工程の変更

が発生するとプロジェクト間での人員や設備に関す

る調整が必要となる、特に作業支援で追加投入する人

員の生産性は不確実な要素である。しかし人員配置と

人員の生産性予測はプロジェクトマネージャの知識

と経験に依存している。またプロジェクトの進捗状況

の判断にも人の感覚が大きく関与している。例えば、

プロジェクトの進捗測定は要員に対するヒアリング

により行う、しかし要員の進捗に対する感覚と実際の

物の出来には差が存在する。従って、正確なプロジェ

クト管理には正確な進捗測定方法の確立が不可欠で

あり、人的感覚を排除することが課題である[1] [2][3] 

[4] [5] 。 

プロジェクトの計画、進捗管理、トラブル対応に於

いて人員の生産性を正確に予測、測定することはプロ

ジェクトを計画通り進める上では重要な事項である

にも関わらず、人員の生産性は人の感覚が関与する要

素が多く不確かである。そこで本件では要員の生産性

達成とトラブルを回避するために着手日管理を提案

する。着手日管理では従来の作業開始日と作業終了日

に作業着手日を追加して管理する。着手日管理では着

手日に適切な知識を与えることにより生産性の向上

とスケジュールの遵守を目指す。[6] [7]。 

 
２. 人員の生産性と工程計画 

 

 通常、同一期間に複数のプロジェクトが実行されて

おり、更に規模の大きなプロジェクトでは１つのプロ

ジェクトの中には複数のサブシステム開発があり、機

材や人を含む資源の取り合いとなっている。そして1

人の要員が複数のプロジェクトやサブシステムにま

たがって作業を行っているにも拘わらず、要員が各プ

ロジェクトにかける作業時間や各作業の生産性は要

員任せであり、与えられたアクティビティに於ける生

産性を明確に予測することは難しい。例えばエラー! 

参照元が見つかりません。の同じ色の部分は同一要員

に割り振られた工程やアクティビティであり、多くの

場合、どの作業をどの順序で進めるかは要員任せであ

る。同時期に複数の工程やアクティビティが与えられ

た場合には工程の進捗が不確実となる可能性が高ま

る。要員が期待された生産性を実現できない理由とし

て慣れた作業は比較的始め易く、要員が期待通りの時

間配分しないことがある 
 

時間
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Ａ ＤＣＢ
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Ｏ ＱＡＰ

プロジェクトＢ
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図 1 要員に割り振られた工程 

 
３. 作業経過時間と生産性 

 
 要員が工程やアクティビティに従事する場合、作業

に従事する時間が経つに従って生産性は高まると考え

られる。一方、作業着手時は作業への不慣れや情報不

足により生産性は低いと考えられる。例えばある時刻

に於ける生産性を時間ｔの関数として )(tx で与えら

れるとすると、生産性の変化率は①式となる[8]。 

mx
dt

dx
 －① ここでｍは生産性の増加率 

しかし、生産性はある作業経験時間が経つと一定にな

るとするとｍはxが増加すると減少する関数②と置き

換えることが出来るので①に②を代入して③を得る。 

)1(
k

x
r  －② ここでｒは増加率、k は定数である。 

xkxr
dt

dx
)(   －③ 

これを変形すると④を得る 

dtdx
xkxr


 )(

1
―④ 

次に④を部分分数にして⑤を得る。 
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⑤の両辺を積分すると⑥となり、これを計算すると 

⑦を得る。ただしａ、ｂ、ｃ、ｄは定数である。 
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あるシステム開発に於ける生産性をアンケートで収集

した値を式⑦に代入すると図 2を得る。 

 
図 2 生産性カーブ 

 

図 3 ガントチャートと生産性 

 

表 1 作業日数比較 

予定作業

日数 
実作業日数 

作業遅れ 

日数 

実績仕事量

Ｘ(ｔ)×日

11日 25日 14日 10.5 

 

図 3 に示す様に仕様設定が難しい作業に於いては生

産性が期待通りとならず作業遅れとなることが解かる。

本作業に於ける計画と実際の日数を表 1に示す。本作

業では計画上の作業時間は１１日に対して実作業日

数は２５日となっており、２５日には作業開始計画

日より７日の早期着手日と予定終了日より７日の

作業遅れを含む。 

また図 2 に示す生産性に日数を掛けて実作業量と

して得られた値が表 1 中の実績仕事量（X(ｔ)×日

終了日）である。表 1中の実績仕事量は１０．５日

であり、一方、計画日数は１１日であるので実際の

作業量は計画日数に合致している。 

 

４. 人員の生産性と工程計画 

 

通常の進捗管理に於いては各アクティビティの完

了日を管理する。しかし作業を開始しないアクティビ

ティは終了しない。そこで、本件ではプロジェクト管

理に於ける着手日管理を提案する。具体的には図 4

に示す様に従来の作業開始日、作業終了日管理に図 5

に示す様に作業着手日を追加したガントチャート管

理を提案する。着手日とは作業開始に向けて、情報収

集や予備試験、予備検討を開始した日のことである。 

 

 

 

 

 

図 4 ガントチャート（従来） 

 

 

 

 

 

 

図 5 ガントチャート（着手日を追加） 

 

あるシステム開発において、ガントチャート上に着手

日を加えて、ガントチャート上の各管理日に生産性を

要員の感覚で記入したものを 

表 2に示す。 

表 2から実際の作業ではガントチャート上の作業開

始日より前に情報収集等の作業に着手しており、作業

開始日の生産性は期待値には達していないことが解

かる。生産性とは標準生産性を示しており、プログラ

ムであれば１日当たり７０～１００ラインである。ま

た 

表 2 から実際には作業開始予定日より先に作業に着

手していることが解かる。通常、プロジェクトは複数

d
be

K
tx

atc
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)(
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実行されており、各要員も複数の工程やアクティビテ

ィを担当している、しかし図 6に示す通り、各作業へ

の作業時間の割り当てや作業の事前準備も要員任せで

ある、よって作業開始前に必要な知識やトラブル回避

のための情報を提示することが望まれる。 

 

表 2 ガントチャート上の生産性 

 
 

そこで、図 7に示す通り、着手日の設定を行い、着手

日に先行作業として必要情報の確認等の作業を設定す

る。例えば、図 8に示す様に先行作業の項目をそれぞ

れの作業から抽出して１つのチェックシートとして図 

9 に示す様に作業着手日に適切な知識や作業手順を提

示することにより、作業開始予定日の作業生産性を高

めることが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 同一要員の担当工程 

 

 

 

 

 

 

図 7 先行作業と着手日の設定 

 

加えてプロジェクト管理では進捗管理とアクティ

ビティが実行できないリスクを回避することが重要

である。アクティビティを実行できない又は工程遅れ

となるリスクを低減するための知識をチェックシー

トとして図 9 に示す様に作業着手日に提示すること

により、リスクを回避できる可能性が高まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 プロジェクトに於ける類似工程の存在 

 

 

 

２. プロジェクトの進捗管理 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 プロジェクトに於ける類似工程の存在 

 
５. 工程情報と知識の登録 

 
プロジェクト計画時の生産性は予測であり、実際に

そのように生産性が確保できるか否かは要員の能力

に依存する。そこで作業の開始に当たって先行的に作

業着手を行い、適切な知識を与えることにより生産性

の向上とスケジュールの遵守が期待できる。作業の開

始に当たって先行的に作業着手を行い、適切な知識を

与えることを以降、着手日管理と呼ぶことにする。ア

クティビティの中には情報収集や事前検討があり、こ

れは作業と同じである。つまり、着手日管理では作業

と知識を同等に扱い、更にアクティビティの完了日で

なく、アクティビティに着手しているか否かを管理す
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る。すると図 10 に示す様に現状より後で開始するべ

きアクティビティについても着手あるいは完了して

いる場合には色が塗られることになり、マネージャは

着手されていないアクティビティを容易に知ること

が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 着手日管理の表示 

 

そこで、本研究では知識と工程を同一に登録するシ

ステムを試作した。 

 

６. 試作システム 

 

本件で試作したシステムでは図 11 に示す様に知識

と作業の登録と登録した知識と作業の検索が可能で

ある。登録された知識と作業情報は同等に扱うことが

可能である。図 12 に知識の登録の画面例をそして、

図 15 に作業情報の登録例を示す。登録された情報は

ワープロデータとして作成され、ワープロデータには

必要に応じて画像データや参照ファイルのリンクを

含むことができる。そして図 14 の様に作成されたワ

ープロデータは図 13 に示す様にワープロデータの形

呼び出して、修正することが可能である。 

 

 

 

 

図 11 基本メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 知識の登録 

 

 

 

 

図 13 登録知識の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 登録知識のワープロ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 作業の登録 

 

 

 

 

図 16 知識の検索 

 

 

 

図 17 知識の検索結果 

本システムでは登録されたワープロデータからテキ

スト抽出を行い、図 16 に示す様な全文検索が可能で

ある。図 17に検索結果の例を示す。 
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５.  まとめ 

 
本研究ではガントチャート上の作業開始予定日には

期待した作業生産性が確保できていないことを示した。

しかし本件で収集したデータ主観的であり、かつ件数

も少ないので今後、更にガントチャート上の管理日に

於ける生産性の測定を引き続き進めることが必要であ

る。そして本件ではプロジェクトを計画通り進めるた

めに着手日管理を提案した。着手日管理とは従来の作

業開始日、作業終了日管理に作業着手日を追加してガ

ントチャート管理を行うことである。着手日とは作業

開始に向けて、情報収集や予備試験、予備検討を開始

した日のことである。そしてプロジェクトの遂行にお

いて着手日の設定と先行作業や必要知識を１つのチェ

ックシートとして作業着手日に提示することにより、

作業開始予定日の作業生産性を高めることが期待でき

る。加えてチェックシートの提示によりアクティビテ

ィが実行できないリスクを回避できる可能性が高まる。 

次に本件では作業情報と知識情報を同一に登録して検

索することのできるシステムを試作した。本システム

により簡単に知識や工程情報を登録することのできる

環境が実現した。今後、画像データや関連ファイルの

リンク張りの操作性向上と登録したデータのガントチ

ャート形式での表示機能をシステムに強化することが

今後の課題である。 

今後、作業情報と知識情報を同一に扱うことにより、

工程情報と知識情報の蓄積が進めば、知識中に含まれ

るキーワードから類似作業を検索することが可能とな

り、類似の作業を時間的近傍に集めた工程計画が可能

となる。比較的大規模なプロジェクトではサブシステ

ムの開発を同時に行うことが多く、更に同一の要員が

担当することがあるため、類似作業を時間的な近傍に

集約できれば、作業実行に必要な知識と資源を集中し

た効率的なプロジェクトの実施が期待できる。 
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